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【目的】胎児 の サイ トメガ ロ ウイ ル ス （CMV ）感染 を 羊水 を用 い て 胎内診断 し よ うとす る試 み が報 告 さ れ て い る e
病原 診 断法 と して 最 も確実なウイ ル ス 分離の 他 に、よ り簡便 齟 〔．：lymerase　chaln 　reactl ‘⊃n （PCR ）法 が 普 及 しつ

っ あ る が、偽陽性率が 高い こ とが 難点 と されて い る 。そ こ で、こ れ らの 検 査 法 に よ 毅 ）MV 胎内感染の 診 断 精 度

を検 討 した の で 報 告 す る 。 【対象 と方法】平成8年4月 よ り11年8月 に 当 セ ン ター一
で 管埋 した妊婦でCMV 胎 内感

染が疑わ れ た 14例 と肺成熟度判定 の た め羊水穿刺 を予定 された例
’ednforrned

　consent の 得 られ た5例の 合計19
例 を対象と したc 経腹的に 採取 した羊水   MV 分離お よ びPCR 法 に よ る CMV −DNA の 検 索 お よ び母 体CMV 抗体
（lgM と lgG ）の 検索 を行 っ た。胎内感染 の 確 定 診 断 は、出生 後1週以内の 尿からの CMV 分離 に よ り行 っ た．
【成績】　（1） 19例 ri

．
i　l例で、母体CMV −lgM が陽 性で あ っ た。　 そ の 1例 を含 む 2 例 で 羊水 α℃ MV 分 離 が 陽 性

とな り、そ の 2 例 を含 む7例で 羊水の PCR が 陽性で あっ た。 （2） 19例中 3 例で 、　 CM ▽胎内感染が診断 され た，、
（3）母体 CMV −lgM の SerlsltMty、　 Specificity、　 Positivc　predicしive　value （PPV）、　 Negative　predictive 　val しle

（NPv ）は そ れ ぞれ 、33 ％ 、100 ％、100 ％、89 ％ で あ り、羊水 のcMv 分 離で は 同様 に、67 ％、］．oo ％ ，100P ，，、
94％ で あ り、羊水の PCR 法で は、67％ 、69％、29 ％．92 ％ で あ っ た．、　【結論 】 い ずれ の検査 で も陰 1生で あ っ

た が 胎 内 感 染が 証 明さ れ た1例 が あ っ た もの の 、ウ イ ル ス 分離が 最 も 精度 が 高 い と言 え る。PCR 法 は、　 PPV が 29
％ と極 め て 低 く、結果 の 解釈 には 注意が 必 要 と 考え られ た，

P− 425 　　臍帯血 清 に よ る サ イ トメ ガ ロ ウイル ス 胎内感染例の 検 討
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［目 的】昨年我 々 は 臍 帯 血 か らサ イ トメ ガロ ウ イル ス （CMV ）IgM 抗体陽性例 を選別する 方法を報告 し た が、今回その

方法 を用 いて実際 に多数例 か らの CMV 胎内感染例の 検出を行 な っ た。　 【方 法］対 象 は 1994 年か らの 5 年間に 当院
で 出生 し た新生 児 3314例 の 臍帯血 清で ある。CMN ・「−lgM 抗体陽性血 清を含む混合血清 を選別後、単一血 清の CMV4gM
抗体を測定 した．抗体測定 は IgM 捕捉法 と 間 接法を 用 い た。　IgM 抗体陰性血 清 は 非 常 に低 い 値 を示 す の で 判 定 保留

値以上 を感染 と し．妊娠、分娩、新 生 児 予後 を検討 した。　 ［成績IlgM捕 捉 法 に よ る 胎内感染率 は 0．24％ （8！3314）
で、2 例 は判 定 保留 域だ っ た，聞接法 で は 陽性 3 例、判定保留 2 例、陰性 3 例 で、捕捉法との 判定

一
致 は 陽 性 3 例

と判定保留 1 例の 4 例 の み だ っ た。臍帯血 中総 IgM 抗体が 2〔ンmg ／dl以 上 の もの は 5 例 の み だ っ た。8 例中 6 例は経
産婦、早産 は 初産婦 2 例 を含む 3 例 で、2 例は 28 週 と 29 週の 前期破水、i 例は 31 週 の 胎児 水腫だっ た n 胎児 水腫

例 は心奇形 、鎖肛、羊水 過 多 を合 併 し出生 後翌 日 死亡 したが、聞 接法 で 判定保留 の ため CMV 感染 と は診断され て
いな か っ た。28 週早産例は痙性両 麻痺と な っ た。妊 娠 中の 抗体陽転は 1 例、再 上 昇 1 例、前回妊 娠 時 と比 較 した 陽
転 例 は 2 例 で あ っ た。　 ［結 論 亅臍帯血 清の IgM 捕 捉法 に よ る測定で は分娩例の 0．24％に CMV 胎内感染が生 じて い

る こ とが示 され、母 体 の 抗体陽転や 再上 昇は 感染 を疑 わ せ る 材 料 とな っ て い た、間接法 は 感度 が 低 くなる ］i∫li　，tri．が
ある の で、NICU 入 院例 を含め 疑 わ しい症例 の 確認 には lgM 捕捉法を用 いる 必要 が ある。
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【目的】近年サ イ トメ ガ ロ ウ イ ル ス （CMV） 抗体 保 有 率 の 低 下 が 相 次 い で 報 告 され、先 天 性CMV感染の 増 加 が懸 念 され

て い る。我 々 は 妊娠初期抗体 ス ク リ
ー

ニ ング を用 い て CMV母 子 感 染 の 前方視的研究 を行 っ て おり，今 回7GOO例 を超え

たの で 報告す る。　【方法】 1996年6月 か ら 1999年 8月 ま で に 当 地 区産 婦人科 を受診 した婬婦 755了名を 対 象 と し，同意 を

得 た 上で 妊娠20週 まで にCMVIgG抗体、　 CMVIgM抗体をEIA法で 測定 した。追跡可能で あっ た 症例 につ いて 抗体陰性 の 場

合は分娩 まで に 再検 し、IgM抗体陽性、疑陽性、　 IgG抗体疑陽 性 の場 合 は分 娩 時 に臍 帯 血 CMV　IgG、　 CMV　IgM，新生児尿

か らの CMV　DNAの 検出 （PCR法〉 を 行 っ た。臍帯血 IgM抗体陽性 また は新 生 児尿PCR陽性 の 場合 に感染があっ た と判断

し、感染児 は 小 児科 にて 追跡 調 査 した。　【成績ユCMV　IgG抗体保有率 は 19歳 以 下 78．0％、20〜 24歳 74．2％．25〜29歳
73．9％、30〜34歳87．9％ 、35〜39歳 87．3％ 、40歳 以 上93，8％で あ り、全体 で は 79．2％ で あ っ た。CMVIgM抗体陽性率
は 1．6％ で あ っ た。抗体陰 1生者 の う ち 分娩 ま で に 再検 で き た の は534例 で あ り．うち 1例 が lgG、　 IgMと も に 陽転 して い

たが、臍帯血IgM抗体，新生児尿PCRは陰性で あ っ た。　 IgM陽性 67例、　 i劇疑陽性61例、　 IgG疑陽性 E3例 の う ち臍帯 エfE
CMVIgM陽性 は 1例、新生児尿PCRは 11例に お い て 陽 性 で あ っ た。11例 の う ち 1例 に 小頭 症，脳 室 拡 大、肝 機 能 障 害 等 を

認 め 、ま た 1例 に 肝機能 障害 を 認 め た。SFDが 2例認 め られ ．うち 1例 は 小 頭症 も合併 して い た。他 の 7例 は現 在 の と こ

ろ特 に異常 を 認 め て い な い 。　 【結論】妊 娠初期抗体 ス ク リ
ー

ニ ン グを用 い た 前 方視的研 究 に よ りll例 の 先 天 性 CMV感
染児を 診断 し、うち4例 に 臨床症状を認めた。
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